
※空き家バンク制度利用者のみ

こねぎトレーニングファームへの受け入れ

地域おこし協力隊の受け入れ

就労現役世代の移住者を呼び込むための取り組み 247件
登録数 契約件数

（5年間の実績）

96件

国東市に移住して来た人の実績 移住希望者を受け入れる体制

【九州地方】
大分県35世帯、福岡県16世帯、熊本県3世帯、
宮崎県1世帯、鹿児島県1世帯、沖縄県1世帯

【中国・四国・関西地方】
山口県3世帯、広島県1世帯、香川県1世帯、
兵庫県2世帯、大阪府7世帯、奈良県1世帯、
和歌山県1世帯

【関東・東海地方】
愛知県2世帯、山梨県1世帯、長野県1世帯、
神奈川県5世帯、東京都3世帯、埼玉県2世帯、
栃木県2世帯、千葉県3世帯　

【その他の地域】
新潟県1世帯、北海道1世帯

◎移住希望者の多くが利用する空き家バンクの状況

◎空き家利用登録数の推移
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平成25年度　2名（埼玉県、愛知県）

平成26年度　2名（東京都）

平成27年度　4名（Ｕターン1名、新潟県1名、埼玉県1名、福岡県1名）

平成28年度　8名（東京都2名、三重県1名、静岡県1名、神奈川県2名、福岡県2名）

3 2

　全国の地方自治体のほとんどが、人口減少問題に苦しんでいます。そのような中、人口減少
に歯止めをかけようと、人を呼び込む政策に積極的に取り組んでいます。特に、都市部から田
舎に移り住もうと考えている人（以下「移住希望者」）は増加傾向にあり、どの自治体にとって
もぜひ呼び込みたい対象となっており、移住希望者をめぐる自治体間での競争が、現在激しく
行われています。
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過去5年間で
移住して来た人

移住後体調や
諸事情で国東市を
離れていった人

国見 29世帯 55名

▲

内 8世帯 13名転出

国東 33世帯 71名

▲

内 4世帯 5名転出

武蔵 11世帯 41名

▲

内 1世帯 2名転出

安岐 23世帯 48名

▲

内 5世帯 8名転出

合計 96世帯 215名 内 18世帯 28名転出

平成26年度　4名卒業（北海道1名、静岡県1名、大分市2名）

平成27年度　3名卒業（京都府1名、福岡県2名）

平成28年度　3名卒業（鹿児島県1名、大分市1名、Ｕターン1名）

96世帯の移住前の住所
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